
 

青谷中学校が「キャリア教育優良団体等 
           文部科学大臣表彰」受賞！ 
 この度、青谷中学校が小学校や地域と連携したふる 

さとキャリア教育を強力に推進したということで、文 

部科学大臣から表彰されました。 

 受賞理由は、①ふるさとを思う力 ②表現する力  

③未来を切り開く力 の育成を図り、十分に成果も出 

ているということす。 

 青谷中学校の山根隆洋校長は、 

「これは中学校だけの努力ではなく、地域の方や青谷小学校、青谷高校などの協力があった

からこそ得られたものです」と感謝しておられました。確かに、「探究あおや」の学習をはじ

め、たくさんの地域の方が中学校に出向いてくだっていました。特に、CHA³プログラムで

は、地域の方が積極的に参加し、青谷高校の生徒もグループ協議を上手に運営し、地域連携

の形ができつつあるのを感じます。青谷中学校の先生方、生徒の皆さんや地域の方など、皆

の活動が正しく評価されたのだと思います。おめでとうございます!! 

 

      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
  

 

シリーズ 知っていましたか、青谷のこと？ 

青谷駅 あまり使ってないなあ⇒「あおや駅つかい隊」がイベント!! 

見えない敵❗ 
 
 今の時期は、何も植えていないので、「敵」について書きます。(間もなくじゃがいもを植えますが） 

 まず、作物が実って美味しい頃になると、何と言っても大きな動物が食べに来ます。さつまいもは猪に、イチ

ゴはハクビシンに、トウモロコシはカラスにやられました。完璧に周りを囲ったのに、虫にやられました。年数

を経るに従って、いろいろ対策技能も身につき、動物や虫のことがある程度分かりました。 

 しかし、先日の野菜つくり講座で、新たに「病気」という敵がいることに気がつきました。今までも聞いたはず

ですが、頭に入っていなかったようです。確かに、作物が変な色になってできないということもありました。 

 【一例】 

 ジャガイモの種芋を植える際、いくつかに切ることがありますが、包丁は消毒しなければ病気になりやすい

ということでした。このことを聞いて、さっそくコロナ用のアルコール消毒液を包丁につけてジャガイモを切りま

した。これって、皆さんにとっては常識？ 

  

※求人・・・私のやっている畑の隣が空きました。青谷小学校の上の道路沿いです。どなた
か、私と一緒に野菜作りをしませんか？希望の方は、公民館にご連絡ください。 

 皆さんは、去年 1年間で青谷駅を使ったことが何回ありますか？私は、飲み会があると

きに 4～5回（？）使いましたが、それ以外はありません。通勤・通学に使っている人と車

に乗らない人にとっては重要な所ですが、車に乗る人はほとんど使っていないのではない

でしょうか。かつては駅には交通機関が集中していて賑わっていました。が、車社会にな

ったために「道の駅」の方が繁盛しているのが現状です。 

 そういう現実がある中、青谷駅に人の集まる流れを作って町全体に活気をもたらそうと

いう人たちが集まって「青谷駅つかい隊」という団体をつくりました。私もいつまで車を

運転できるか分かりません。駅をどんな人にでもやさしい、活気のあるまちづくりの拠点

として活用したいというコンセプトです。 

 その団体が手始めに考えたのが、 

「あおや駅よこ フリマルシェ」 

※フリマルシェとは、ちょっとおしゃれなフリーマーケット 

概要は次の通り 

3 月 22日(日）10：00～14：00 

          於 青谷駅向かって左の駐輪場 

1 お買い物･･･雑貨、ハンドメイド、衣服など 

2 青空ランチ･･･カフェ・軽食 

3 ワークショップ･･･和紙を使った体験活動 

4 ミニミュージアム･･･鉄道、すくすく保育園児の絵 

5 ミニライブ･･･歌・レコード鑑賞・マジックなど 

6 子ども店長･･･ゲーム、縁日など 

 ※アンケートに答えると記念品（JR西日本ノベルティグッズなど）がもらえます。 

 初めて行うイベントですが、事後アンケートを元に、今後青谷駅の活用を考えたいとい

うことでした。 

 この記事を読んで、それなら私も出したいという方もおられるでしょう。今年の出店募

集は締め切っていますが相談には応じますので、公民館にご連絡ください。 

おわりに 

 男の料理教室を実施したところ、男性ばかり 9 人集まり、豚の生姜焼きや鮭の粕汁などを作って食

べました。キャベツの千切りに、「男の料理」を感じました（？）。平日開催ということもあり、現役を引

退したメンバーばかりなので、どちらかというと作った後にみんなでわいわいと話をするのが楽しかっ

たです。結局は習っただけで未だに家で作ってはいません。 

 まあ、作った経験は何かのタイミングでいつか活かされるでしょう。いつになるかは分かりません

が・・・。 

２０２６年 青谷地区公民館長だより ３月号  

全国で１２７団体、鳥取県では 1校だったそうです 


